
　
　
国
か
ら
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
の
要
請
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、
町
の
計
画
に
対

す
る
必
要
性
の
見
解
は
。

　
　
　
　

施
設
の
老
朽
化
に
と

も
な
う
更
新
時
期
が
集
中
す
る

こ
と
、
維
持
管
理
費
の
増
加
は
、

重
大
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
計
画
は
ど
の
よ
う
な
内
容

に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

公
共
施
設
な
ど

の
現
況
お
よ
び
将
来
の

見
通
し
、
総
合
的
・
計

画
的
な
管
理
、
施
設
類

型
ご
と
の
管
理
に
関
す

る
基
本
的
な
方
針
を
記

載
す
る
。

　
　
策
定
さ
れ
た
計
画

を
ど
の
よ
う
に
推
進
し

て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　

公
共
施

設
の
適
切
な
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
推
進
し
、
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
、

財
政
支
出
の
平
準
化
を
は
か
る
。

　
　
施
設
の
除
却
の
補
助
メ
ニ

ュ
ー
は
。

　
　
　
　
　
　

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
閉
鎖
に
よ
る
除
却
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

　
　
住
民
と
の
意
識
の
共
有
、

周
知
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

住
民
に
は
、
わ

か
り
や
す
く
周
知
し
て
い
く
。

　
　
児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

通
う
こ
と
の
で
き
る
学
校
環
境

を
整
え
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
心
が
け
て
い
る
か
。

　
　
　
　

武
豊
町
の
教
育
重
点

努
力
目
標
に
「
い
の
ち
の
教
育

の
推
進
」
が
掲
げ
ら
れ
、
安
心

し
て
通
う
こ
と
の
で
き
る
学
校

づ
く
り
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

１
つ
目
は
、
「
子
ど
も
と
の

心
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、

望
ま
し
い
生
活
習
慣
や
社
会
性

の
育
成
に
努
め
る
こ
と
」
で
あ

る
。

　

学
校
生
活
で
最
も
必

要
な
こ
と
は
、
子
ど
も

同
士
、
ま
た
、
子
ど
も

と
教
師
が
互
い
に
理
解

し
合
い
、
良
好
な
人
間

関
係
を
築
く
こ
と
で
あ

る
。

　

そ
の
た
め
に
、
ス
ク

ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
や

生
活
支
援
員
、
養
護
教

諭
の
追
加
配
置
を
行
い
、

教
師
が
子
ど
も
と
の
ふ

れ
あ
い
の
時
間
を
よ
り
多
く
確

保
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

２
つ
目
は
、
「
家
庭
や
地
域

社
会
と
の
連
携
を
深
め
、
健
全

な
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る

こ
と
」
で
あ
る
。

　

家
庭
教
育
推
進
協
議
会
や
生

徒
指
導
推
進
連
絡
協
議
会
と
連

携
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

地
域
や
家
庭
で
子
ど
も
を
見

守
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、

関
係
機
関
、
地
域
の
方
と
の
連

携
を
深
め
、
子
ど
も
が
安
心
し

て
通
え
る
学
校
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

個人質問町政を問う！

石川　義治 議員財政負担平準化のため実施する
公共施設の計画的な更新を

答

問

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

健
全
な
児
童
・
生
徒
の

育
成
を

福本　貴久 議員子どもとの心のふれあいを大切に
安心して通える学校環境を

答

問

問

問問問

問 問

答

町
長

答

町
長

■総務省ホームページ
（http://www.soumu.go.jp/main_content/000287575.pdf）

■生徒と担任をつなぐ「若あゆ日記」

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
早
急
な
策
定
と
推
進
を
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自助、共助（地域の絆）で避難を

　

町
外
か
ら
移
り
住
み
た
い
と

思
わ
れ
る
よ
う
な
、
先
を
見
越

し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

土
曜
日
の
延
長
保
育
に
つ

い
て
の
現
状
は
。

　
　
　
　
　
　
　

全
園
で
早
朝

保
育
と
午
後
１
時
ま
で
の
延
長

保
育
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
24

年
よ
り
北
中
根
保
育
園
で
午
後

７
時
ま
で
の
延
長
保
育
を
実
施

し
て
い
る
。
実
利
用
人
数
は
、

平
成
25
年
度
平
均
18
人
、
26
年

度
25
人
、
27
年
度
25
人
ほ
ど
で

あ
る
。
現
在
は
１
園
で
対
応
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

普
段
通
っ
て
い
な
い
保
育

園
の
利
用
は
、
多
く
の
荷
物
の

移
動
や
、
慣
れ
な
い
場
所
で
の

生
活
が
大
き
な
負
担
だ
と
思
わ

れ
る
。
午
後
7
時
ま
で
の
延
長

保
育
を
行
う
園
数
の
拡
充
は
。

　
　
　
　
　
　
　

全
園
で
行
わ

れ
る
の
が
一
番
良
い
と
思
う
が
、

財
政
的
に
、
１
園
で
効
率
的
な

運
営
を
し
て
い
る
。

　
　

休
日
保
育
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　

認
定
こ
ど

も
園
開
設
の
検
討
と
な
ら
ん
で
、

具
体
的
な
内
容
を
十
分
検
討
し

て
い
く
。

※
他
に
「
提
案
型
協
働
事
業
に

つ
い
て
」
の
質
問
。

　
　

避
難
行
動
要
支
援
者
と
は
。

　
　
　
　
　
　

災
害
発
生
時
に

自
ら
避
難
す
る
事
が
困
難
で
、

避
難
の
た
め
、
特
に
支
援
を
要

す
る
人
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

避
難
行
動
要
支
援
者
の
名

簿
作
成
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　

従
来
の
災

害
時
要
援
護
者
名
簿
と
合

わ
せ
整
理
を
し
た
上
で
、

新
た
な
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
を
作
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

　
　

名
簿
の
活
用
方
法
は
。

　
　
　
　
　
　

避
難
行
動

要
支
援
者
の
障
が
い
の
程

度
、
支
援
の
内
容
が
あ
ら

か
じ
め
把
握
で
き
る
の
で
、

自
主
防
災
会
な
ど
の
迅
速

な
支
援
が
可
能
と
な
る
。

　

名
簿
を
関
係
機
関
と
共

有
し
活
用
す
る
た
め
に
は
、

該
当
者
へ
の
同
意
が
必
要
と
な

る
の
で
、
確
認
を
行
い
た
い
。

　
　

既
存
の
「
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
常
武
」
の
役
割
が
約
７
年

後
に
終
了
と
な
る
。
そ
の
後
の

施
設
と
跡
地
の
活
用
は
。

　
　
　
　

地
元
住
民
の
理
解
を

得
ら
れ
る
形
で
、
常
滑
市
と
協

議
を
し
な
が
ら
進
め
る
。

個人質問 町政を問う！

櫻井　雅美 議員 保育ニーズに適正に対応する
土日の未就学児の預け先は

答

問

久野　勇 議員

大災害発生、災害弱者をどう守る
答

問

問問問

問

問

問

答

町
長

延長保育の希望状況

■武豊町「子ども・子育て支援事業計画調査報告書」より抜粋

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

保
育
の
現
状
は

災
害
時
、避
難
行
動
要
支
援

者
に
き
め
細
か
な
配
慮
、

支
援
を

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
常
武

の
今
後
の
あ
り
方
は

【終了時間】（利用希望のある人、土曜日 n-154、日曜日・祝日 n-86）

■自主防災会の訓練風景

問
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資
産
割
課
税
に
対
す
る
見

解
は
。

　
　
　
　
　
　
　

国
保
税
は
、

所
得
割
・
資
産
割
と
均
等
割

（
人
数
）
・
平
等
割
（
世
帯
ご

と
）
の
４
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。
公
平
な
納
税
な
ど
、
総
合

的
に
勘
案
し
、
現
状
で
は
適
正

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
資
産
割
は
、
20
％
ま

で
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

ゼ
ロ
に
は
で
き
な
い
の
か
。

　

資
産
割
徴
収
分
が
約

１
億
円
あ
る
。
疑
問
が

出
て
い
る
こ
と
も
聞
い

て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う

や
っ
て
穴
埋
め
す
る
か

と
い
う
こ
と
も
大
き
な

課
題
で
あ
る
。

　
　

土
地
や
家
屋
に
固

定
資
産
税
が
課
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
国
保

税
に
資
産
割
課
税
が
さ

て
い
る
。
二
重
課
税
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
賦
課
す

る
目
的
が
違
う
の
で
、
課
税
客

体
は
同
じ
だ
が
、
二
重
課
税
に

は
あ
た
ら
な
い
。

　
　

透
水
性
舗
装
の
今
後
の
利

用
計
画
に
つ
い
て
は
。

　
　
　
　
　
　

雨
水
流
出
量
の

抑
制
効
果
施
策
と
し
て
、
新
設

す
る
歩
道
を
透
水
性
舗
装
で
施

工
す
る
。

 

昨
年
７
月
、
経
済
協
力
機
構

（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
報
告
が
あ
り
、

そ
の
中
で
日
本
の
教
員
は
世
界

一
忙
し
い
。
特
に
中
学
校
で
の

勤
務
時
間
は
約
54
時
間
と
、
平

均
１
・
４
倍
で
、
明
ら
か
に
時

間
が
長
い
の
は
、
部
活
動
な
ど

の
課
外
活
動
３
・
７
倍
、
事
務

１
・
９
倍
で
、
授
業
や
そ
の
準

備
の
時
間
は
、
同
等
か
、
む
し

ろ
短
い
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

　

  

調
査
結
果
は
、
教
師
本
来

の
仕
事
外
の
業
務
が
多
く
、
教

師
へ
の
負
担
が
大
き
い
と
な
っ

て
い
る
。

　

教
師
の
長
時
間
勤
務
が
、
子

ど
も
に
向
き
合
う
時
間
が
と
れ

な
い
と
の
訴
え
が
あ
る
。

　

当
町
教
職
員
の
勤
務
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

本
町
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
、
文
部
科
学
省
ア
ン
ケ
ー
ト

と
違
い
が
あ
る
。

　

教
育
長
の
職
に
就
い
て
、
真

っ
先
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、

「
午
後
10
時
以
降
の
在
校
禁
止
」

で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
ほ
ぼ

達
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

平
成
27
年
６
月

の
勤
務
実
績
は
、
週
平
均
小
学

校
で
平
均
53
・
８
時
間
、
１
か

月
の
超
過
勤
務
80
時
間
超
33
人
、

内
１
０
０
時
間
超
７
人
で
あ
る
。

　

中
学
校
で
平
均
54
・
９
時
間
、

１
か
月
の
超
過
勤
務
80
時
間
超

32
人
、
そ
の
内
１
０
０
時
間
超

６
人
で
あ
る
。

※

他
に
「
英
語
、
道
徳
の
教
科

に
つ
い
て
」
、
「
少
人
数
学
級

の
実
現
に
つ
い
て
」
の
質
問
。

個人質問町政を問う！

本村　強 議員現状の資産割を含む４方式は適正答

国保税の資産割課税の廃止を問

答

建
設
部
長

答

教
育
部
長

梶田　進 議員改善に努力している
子どもと向き合える勤務時間に

答

問

問

問

問 問問 資
産
割
課
税
は
二
重
課
税
で
は

教
職
員
の
勤
務
実
態
は

答

健
康
福
祉
部
長

答

健
康
福
祉
部
長

■激論が交わされた国保税資産割

■文部省アンケート調査結果（朝日新聞より）

答

教
育
長

答

副
町
長

透
水
性
舗
装
を
歩
道
に
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個人質問 町政を問う！

　
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃
止

後
も
サ
ー
ビ
ス
継
続
は
必
要
だ

が
、
現
時
点
で
の
検
討
内
容
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

福
寿
園
に
事
業
委
託

し
、
く
す
の
き
の
里
で
増
設
中

の
「
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
を

活
用
し
、
役
場
を
起
点
と
し
た

送
迎
バ
ス
も
含
め
て
、
老
人
福

祉
施
設
の
中
核
と
な
る
よ
う
調

整
を
進
め
て
い
る
。

　
　
昭
和
54
年
に
開
館
し

た
現
セ
ン
タ
ー
は
、
囲
碁
・

将
棋
や
カ
ラ
オ
ケ
の
ほ
か

に
入
浴
も
無
料
で
利
用
で

き
る
が
、
継
続
事
業
で
は
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
一

定
の
負
担
は
求
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

事
業
者

と
調
整
を
進
め
て
い
る
が
、

光
熱
水
費
な
ど
の
経
費
も

か
か
る
こ
と
か
ら
、
利
用

者
負
担
は
検
討
課
題
と
と

ら
え
て
い
る
。

　
　
数
年
後
に
は
屋
内
温
水
プ

ー
ル
が
開
館
予
定
で
あ
る
。
今

の
段
階
か
ら
多
く
の
高
齢
者
が

「
水
」
に
親
し
む
よ
う
に
、
近

隣
自
治
体
の
プ
ー
ル
利
用
に
補

助
を
出
せ
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

高
齢
者
福
祉
の

一
環
と
し
て
自
前
の
施
設
に
補

助
を
出
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、

知
多
５
市
５
町
で
は
平
等
に
相

互
利
用
を
し
て
お
り
、
補
助
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　
下
足
の
ま
ま
で
投
票
が
で

き
な
い
か
。

　

施
設
管
理
者
の
許
可
が
あ
れ

ば
で
き
る
。

　
　
役
場
駐
輪
場
に
屋
根
を
設

置
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

北
側
駐
輪
場
に

屋
根
の
設
置
に
向
け
検
討
す
る
。

　
　
投
票
用
紙
の
裏
に
宣
誓
書

を
印
刷
で
き
な
い
か
。

　

次
期
シ
ス
テ
ム
更
新
の
際
、

課
題
と
し
た
い
。

　
　
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
紹
介

と
導
入
に
あ
た
り
、
補
助
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

紹
介
は
す
る
が
、

補
助
制
度
は
研
究
す
る
。

　
　
広
報
な
ど
に
よ
る
啓
発
が

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

広
報
の
掲
載
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
く
。

石原　壽朗 議員 町内福祉事業者の活用を検討
老人福祉施策の継続を

答

問

投
票
率
向
上
を

冨永　良一 議員 役場北駐輪場に屋根の設置を検討
投票率向上のための取り組みを

答

問

問問問

問問

問

答

教
育
部
長

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
を

今
年
度
末
で
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
廃
止
を
検
討

問

問

答

健
康
福
祉
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

総
務
部
長

答

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

答

選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

答

町
長

■廃止検討中の老人福祉センター

■役場北側駐輪場

■感震ブレーカー
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Gikaidayori Taketoyo 愛知県武豊町議会
平成27年3月定例会

～感謝の胴上げ～
3月5日、中学校卒業式が行われました。
たくさんの思い出を胸に羽ばたきます。

個人質問町政を問う！

　
　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
の
事

業
計
画
は
、
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
よ
り
分
か
る
が
、
そ
の
先
は

不
透
明
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
大
型
事
業
に
備

え
、
今
後
、
10
年
間
ぐ
ら
い
の

中
長
期
計
画
が
必
要
だ
と
思
う

が
考
え
は
。

　
　
　
　

現
在
、
進
め
ら
れ
て

い
る
大
型
事
業
で
あ
る
３
号
地

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

地
元
対
策
と
し
て
「
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建

設
」
、
30
年
以
上
前
か

ら
構
想
が
持
ち
上
が
り
、

よ
う
や
く
計
画
が
進
め

ら
れ
事
業
着
手
し
て
い

る
「
知
多
武
豊
駅
東
土

地
区
画
整
理
事
業
の
推

進
」
、
将
来
の
公
共
用

地
を
確
保
す
る
「
野
菜

茶
業
研
究
所
跡
地
の
取

得
」
、
そ
し
て
、
知
多

南
部
広
域
環
境
セ
ン
タ

ー
の
地
元
対
策
で
あ
る

「
屋
内
温
水
プ
ー
ル
の

建
設
」
も
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
を
進
め
、
持

続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
続
け

る
た
め
に
は
、
社
会
経
済
状
況
、

将
来
の
財
政
予
測
、
事
業
実
施

時
期
な
ど
を
見
極
め
な
が
ら
、

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
た
精
度

の
高
い
10
年
間
の
中
長
期
計
画

を
策
定
す
る
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
毎
年
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

青木　宏和 議員精度の高い中長期計画を策定する
大型事業に備え中長期計画が必要

答

問

問答

町
長

　

8
月
21
日
、
名
古
屋
市
の
ア

イ
リ
ス
愛
知
に
お
い
て
、
愛
知

県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ

ー
の
芳
野
政
明
先
生
の
研
修
を

受
け
て
き
ま
し
た
。

　

住
民
が
読
み
た
く
な
る
「
議

会
だ
よ
り
」
を
つ
く
る
た
め
に

は
、

①
住
民
度
（
住
民
目
線
と
住
民

　

参
加
の
姿
勢
）

②
公
開
度
（
政
策
情
報
を
住
民

　

と
共
有
）

③
デ
ザ
イ
ン
・
レ
イ
ア
ウ
ト
・

　

見
出
し
（
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る

　

読
み
や
す
い
割
り
付
け
）

④
時
間
的
ズ
レ
の
解
消
（
議
会

　

閉
会
後
１
か
月
を
め
ど
に
発

　

行
）

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
議
会
だ
よ
り　

た

け
と
よ
」
第
1
5
1
号
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

　

総
評
と
し
て
は
、
全
般
に
は

適
切
で
、
特
に
、
発
行
ま
で
の

期
間
が
短
か
く
、
議
事
公
開
と

論
点
整
理
が
よ
く
行
わ
れ
、
住

民
登
場
企
画
や
追
跡
の
企
画
な

ど
独
自
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
、
代
表

質
問
、
個
人
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
、

最
初
に
「
代
表
質
問
と
は
」

「
個
人
質
問
と
は
」
の
説
明
や
、

制
限
時
間
な
ど
を
つ
け
加
え
た

方
が
よ
い
と
の
ご
指
摘
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「議会だより たけとよ」をクリニック！

10
年
間
の
中
長
期
計
画

を
策
定

■たけとよゆめたろうプラン実施プログラム

■クリニックを受けた議会だより
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